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発熱性物質は微量で恒温動物に異常体温を惹起させる物質の総称を云い、 Westphal ， Luderitz ら
一門の広汎な研究によりグラム陰性菌の芙膜を構成する不溶性の lipopolysaccharide が最も強い発

















その構造や種属特異性は明らかではない。そこで、最も発熱活性の高い E. coli の lipopolysaccha­
ride の純化を試み、その化学組成と発熱活性について検討を行なった。
E. coli UKT -B のアセトン乾燥菌体より Westphal らの温90%フェノール・水( 1 : 1) 抽出法
にしたがいアルコール沈殿を繰返したのち、 DEAE-Sephadex (A-50) による吸着法で RNA を完
全に除去した標品を得た。
この標品は超遠心分析 (0.1M tris-塩酸緩衝液 pH8.0) により沈降定数14.3S、拡散定数2.43、変比
容0.66、比粘度1.00という結果から推定ミセル量は 419.000となる。また、チゼリウス電気泳動(燐
酸緩衝液 pH8.0 、 14mA、 105V、 35分)により均一の純度の高い lipopolysaccharide であることがわ
かった。その化学組成は glucose ， galactose , glucosamine および heptose を含む多糖体部分と 2-




一般にグラム陰性梓菌の lipopolysaccharide は酸またはアルカリ処理、 トリプシンまたはリパー
ゼなどの酵素消化に抵抗し急激な発熱活性の低下を認めないし、光あるいは加熱曝露による虐待に対
しでも比較的安定な高分子とされ、注射剤製造時に細心の注意が払われている。そこで、加熱あるい









する必要がある。そこで、 Wood， Atkins らの一連の細菌性発熱物質による発熱反応過程において
deoxycholate の作用をホ食言すした。












前編までの結果は、 家兎に対する細胞壁由来の lipopolysaccharide の発熱活性は、ミセル量に
著しく影響されることを示唆している。そこで温熱中枢の刺激機構に対して末梢血流中に投与された
発熱物質の移行を解明するため、脳脊髄液中の lipopoly saccharide の発熱反応について検討を試み
。
た
正常家兎の大槽内の脳脊髄液中に memdrane filter で分画した一定のミセルサイズ (5XI04~1
X 10 5 ) の lipopolysaccharide を投与するとき最も高い発熱活性を認めた。さらに、静脈内に de­












で、家兎の大槽内の脳脊髄液中に memdrane filter で分画した5X 104~lX 10 5のリポ多糖を投与す
るとき最も高い発熱活性を認めた。これらの事実から、末梢血流中に投与された一定のミセルサイズ
の lipopolysaccharide が大槽内の脳脊髄液に移行し、温熱中枢に働き発熱反応、を惹起するという発熱
理論に統一的な解釈を与えることができた。
論文の審査結果の要旨
細菌性発熱物質の化学的性状と発熱活性の相関性を明らかにし、細菌性発熱物質と生体の発熱機構に
関連する要因を解析することを目的に生理学的研究を行なった。その結果、末梢血流中に投与された
一定のミセルサイズの細菌性発熱物質が脳脊髄液に移行し、温熱中枢に作用して発熱反応を惹起する
という発熱理論に統一的な解釈をあたえた。したがって本論文は薬学博士の称号を授与するのにふさ
わしいものであると考える。
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